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担当部課 くらし文化部たつせがある課

番号 17 事業名 地域共生ステーション事業

選
定
意
図

今後の管理運営を地域に担ってもらいたいと考えているが、地域共生ステーションの管理運営
体制について委員の意見を伺いたい。

事
業
概
要

地域共生ステーションとは、概ね小学校区単位の地域に、誰でも気軽に立ち寄ることができて、
一人ひとりが役割をもって活躍できる場所として、自治会をはじめ、子ども会やシニアクラブ、企
業、NPO、各種活動団体等が、地域のために様々な取組を行う拠点となる施設である。現在
は、市の会計年度任用職員が管理運営をしている状況である。

課
題

・地域共生ステーションの管理運営を地域に担ってもらいたいが、現状市が管理運営をしてい
る。

バ
ッ
ク
デ
ー
タ

【令和元年度決算額】
西小校区共生ステーション　　　　嘱託員1,769,263円、臨時的任用職員4,165,350円
市が洞小校区共生ステーション　臨時的任用職員5,612,193円

課
題
に
対
す
る

担
当
課
意
見

・地域共生ステーションの管理運営について、まちづくり協議会と協議を進めているところでは
あるが、現在の協議会の体制では、組織として成熟しておらず、今すぐに移行するのは難しい
状況である。
例えば、地域に根ざしたＮＰＯ法人に窓口業務を委託するなど、段階的に地域による管理運営
に移行できるような方法を検討したいと考えている。

課
題
に
対
す
る

行
革
担
当
課
意
見

・行政改革指針に係る「協働事業の拡大」、「市民参加の仕組みづくり」に寄与できるよう引き続
き取り組まれたい。
・将来的に地域（民間）に管理運営が移行できるように、継続して取り組まれたい。


